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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・年末調整のための書類提出があるため、11/26（水）までに提出すること。
・10/31までに更新されていないサーバー内データ及びWIZメールデータを11/30に一斉削除予定。なお、パソコンデスクトップにはデータを保存しないこと。必要なデータがある場合は、各自確認し更新を行うこと。
・本日インフルエンザ予防接種期間終了。
・12/4地震を想定した避難訓練を実施予定。
・12/8実地指導があるため、カルテのチェックを行っていく。書類に不備があった際には、各自確認し準備すること。
・12/25のクリスマス会の決裁が下りている。企画書に関して各自確認し、準備を進めていくこと。
＜利用者情報＞
・高橋　洋子　様～本日バスで来所している。やや活気の無さはあり、薬包の確認を行うと、何度も日付を書き直している様子があり、「今日も眠い」と話している。同じ日付の薬包があり、日付の書き直しはしないこと、服薬の際は日付を確認しながらきちんと服用するように指導している。また、本人から、デイケアにて薬包に日付を書いてセットしたいとの希望がある。疲れを訴えており、利用日を月・火・木・金に変更したいと話している。

・津嶋　イチ子様～昨日、多弁な様子が見られていたが、帰荘後は多弁になることはない。本日は多弁になることはないが、表情冴えず疲れた様子である。今後も様子・行動観察を継続していく。
・倉橋　生子　様～吉田富秋様が上着に付いたふけをはらっていたら「汚いからやめて」と話しており、「うるせー」と怒鳴られている。青風荘のスタッフにそういうことは言わないように指摘され、その後、謝りにいくが無視されたとのこと。過干渉気味である為、様子・行動を観察していく。
＜外来情報＞

・特記なし。
カンファレンスシート（高阪　博英様）

実施日：H26年11月13日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長　佐々木

検討内容　

	氏名
	高阪　博英
	性別
	男
	年齢
	60
	生年月日
	S29年　8月 21日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	肝硬変・食道静脈瘤・慢性膵炎・C型肝炎

	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続

	本人希望
	外来受診、デイケア利用を継続しながら現状の生活を維持したい。

（後々は八戸での生活を考えている。）

	家族希望
	断酒した生活の維持。

	入院歴
	計5回（最終：H26年3月11日～H26年4月24日）


	通所歴
	4回目

· 前回：H25年6月28日～H26年3月11日

· 今回：Ｈ26年5月2日～現在　　（週3回/月、火、金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護・五福　　利用期間　　H25.6～

	住居：アパート単身生活
	家族構成
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保護者：妹

	利用制度
	手帳　なし
	
	他　生活保護、自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再飲酒なく、現在の生活を維持する。
	継続して治療を行い、断酒を継続する。
	①デイケア、訪問看護、他科受診を継続して行う。


	①利用日には継続して利用し、断酒を継続する。アルコール依存症治療プログラムへの参加を促し、飲酒やアルコールに対する本人の訴えを確認していく。

	
	
	②病状に変化が見られた際は、すぐに相談し対処できるようになる。
	②不安をため込まずに、不安を解消していく。不安や悩みがあった際にはすぐに相談するように促し、早期解消を図っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイケア、訪問看護、他科受診を継続して行う。


	継続して利用できている。6月より月、火、金曜日に増やしているが、負担は無いとのこと。断酒は継続できている。現在の生活が非常に良いと話しており、「デイケアに来るのが楽しみになってきた」とも話している。8/26今後以前働いていた職場で人員が足りなくなる事から、仕事の手伝いに行く頻度が多くなると話す。担当医にも報告しているとのこと。仕事の手伝いに関しては、忙しいと話しているが、楽しみながら問題なく行えている。仕事場でお酒を見るとのことだが、飲みたいとは思わないとのこと。
達成度70％
	何かあった際にはすぐ相談できており、自分自身で対処することが出来ている。スタッフの関わりとして、相談された際には、共に解決策を考えていき、問題の早期解決を図っていく。また、アルコールに関する本人の訴えを継続して確認していき、再飲酒に繋がりそうな状況、発言が聞かれた際には、現状の生活を維持することが出来るように対処法を共に検討していく。
本人の能力として、相談できないわけではなく、不安への対処が課題として挙げられる。短期目標②を「不安をため込まずに解消できるようになる」、実施計画②を「スタッフへの相談や作業活動を通じて不安をため込まないようにする。不安への対処ができていない場合は、面談や作業活動にて不安を発散することが出来るよう促していく。」とし、不安への対処能力の向上を図っていく。

	②病状に変化が見られた際は、すぐに相談し対処できるようになる。
	不安と話していた借地代については、催促される事無く、少しずつ返済しているとのこと。支払いに関して問題はないとのこと。落ち着いてきたら、改めて今後の生活を考えていきたいと話している。
達成度70％
	

	※体重について

	・体重は62～64kgで推移している。（BMIは24～25）
・外来で体重の事を指摘されている。
・食事については「ついつい食べ過ぎる」と話しており、料理する際は一人量以上のものを作るとのこと。

・運動が行えていない状況である。
	体重増加による身体症状の悪化が考えられるため、目標に体重管理に関する内容を増加し、体重の減量に向けた関わりが必要となる。
支援内容としては、本人と面談を行い、具体的な体重減量の目標と、実施方法の検討を行った後、目標の設定を行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再飲酒なく、現在の生活を維持する。
	継続して治療を行い、断酒を継続する。
	①デイケア、訪問看護、他科受診を継続して行う。


	①利用日には継続して利用し、断酒を継続する。アルコール依存症治療プログラムへの参加を促し、飲酒やアルコールに対する本人の訴えを確認し解決策を考えていく。

	
	
	②不安をため込まずに解消できるようになる
	②スタッフへの相談や作業活動を通じて不安をため込まないようにする。不安への対処ができていない場合は、面談や作業活動にて不安を発散することが出来るよう促していく。

	※本人と面談を行った後、③として体重管理の目標を設定していく。


※治療計画：短期目標を達成するために、具体的に本人・スタッフが行うこと。

· 作成後は、患者情報一覧フォルダに保存して下さい。

青南病院⇒看護共有⇒患者情報一覧⇒外来患者⇒利用者個人フォルダ
